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雑学とのつきあい方
私は1999年の共通教育センター発足以来、共通教育
で環境問題に関する授業を担当しています。私自身は決
して環境問題の専門家ではありませんので、とにかく謙
虚な気持ちでさまざまな話題を吸収した上で、問題をで
きるだけ意外な角度から切ってみて学生諸君を刺激する
ことを目指しています。でも、学生さんたちに 「先生の
授業は雑学がいろいろ聞けて楽 しい」なんて言われると
チョット寂 しい気持ちが してしまいます。雑学というの
は、私の理解では床屋の3分 談義のようなもので、そこ
からの広がりがありません。でも、その 「雑学」に刺激
されて次から次へと発想を刺激するモノだったら、それ
はもはや雑学ではありません。もし、あるコトを知るこ
とにより、自分自身が変わったと感 じるのなら、あなた
は 「創造性の道具箱」に新 しいツールを獲得 したといえ
るで しょう。(仕入れたツールも使わないとサビちゃうけ
どね。)雑学を雑学のまま留めクイズのチャンピオンを目
指すか、雑学を新しい発想への刺激として活用できる能
力を育成するか、これが創造力育成教育の成否を決める
ので しょう。
教育こそ創造的活動
共通教育では、様々な分野の考え方を学べます。学べ
るのは、何も教わる方だけではありません。私の担当 し
ている環境分野は特にそうなのかもしれませんが、共通
教育の授業には様々な分野の内容が含まれています。ま
た、受講する学生さんたちも生涯学習プログラムまで含
めて、さまざまな知識や経験、好みを持った人たちが集
まっています。共通教育での授業を円滑に進めるには、
幅広い知識を持つとともに多様な人たちの気持ちが少 し
は分かるようになる必要があると思います。コレってチ
ョット教養が身についたってことですよね。ですか ら、
皮肉なことに教養教育で一番教養を身につけられるのは、
教養教育を担当している教員なのかもしれません。
「何かを学ぶ一番の近道は、それを教えることである」
というのは古くからの箴言です。でも、これは必要性に
駆られて勉強するという意味だけではないと思います。
聞き手の気持ちを斟酌しながら様々な題材をつなぎ合わ
せて意味や価値を創造していくプロセス、これこそがそ
の分野の知識を活用できる能力を育てるのだと思います。
学生諸君にも創造的体験を
そう考えると、授業をおこなうという創造的体験を教
員だけが独占しているのはいかがなものか、…というこ
とで今年の授業では、さっそく各人に10分間の授業をす
るという課題を出しました。受講者各人で環境問題につ
いての情報収集を実施し、そのネタを授業という 「織物」
に仕上げる。3分ネタなら床屋談義で済みますが、10分
話そうとなるとそれぞれのネタをつなぎ合わせて意味を
創造しなければなりません。そもそも集団で学ぶ学校教
育システムには互いに学び合うというメリットがあった
はずです。ただ、多人数で行う授業では全員が全員の前
で授業する時間が残念ながら確保できないので、4名 を
1グループとして、グループ内での発表会とし、お互い
に質問と評価を行 うという形で実施 しました。評価用紙
にそれぞれの発表に対するコメン ト欄を設けたところ、
(私が評価するよりもずっと)詳細にコメン トが書き込ま
れており、少なくとも私が普段行っている講義よりも熱
心に受講していた様子が伺えました。(これだけでも十分
意義があったかも。何と言っても頭を主体的に働かせる
ことが創造力を発揮するための第一歩ですから。)約1時
間のグループ発表の後、自前の電子くじびきプログラム
を用いて2つ のグループを選び出 し、各グループ内で最
も評価の高かった学生に授業を実際に全員の前で実施し
てもらいました。(学生のこのような授業を目の当たりに
して、教員が自信を失わないように気をつけましょう。)
創造力を身につけるには、失敗を恐れずやってみるこ
とが一番。今回も創造力を一番身につけたのが、妙な授
業を企画 した私自身だったとしたら、学生さんたちに申
し訳ないですね。
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